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イラクの同民所得推計（1953～：51年）

Dr. Khayl'r cl Din Haトeel人“Taqd;ral-Dakhl al QaumI lil-'Iraq", 

Al-Sina’λVol. 1, Nり. 1 andコ， June 196::, pp. 1～三5.
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ー閣の国民経済の活動・発展状況を知る千ぷかりとし

に国ム己所和統計l果たJ役；i;;Jノつ大Jい，.：：＿七［二.，，，、』（バ改

什＇；て；：うぎ ‘も子一 l、。 ；元通； 'J:カι，・，－・・frl；三f麦；fU/HT お

いては，そうした松戸｜合なすための基礎的な資料がさF わ

〉て Zしく，，.：］約、、凡， ；た ：iしら行事トサ，-'l'!itL；二土いて

も陪JIU点ぷ4、なイなし しれぷっf，ナjι1・》 :'f[I~ :. :: ; ，ナ

る国民所得の推計i;i;J、なはだむずかレザイl:Ji:とfこるわけ

ヶあ -'o 

イ勺クもその例外交；よない 国民J9if'f；ζJ) ，，、ーこはてれ

までゾェ 1口ンゆづ：の行／；計（Dr.Ke.;.Fe附 Jon,Irr山1:

}Vat1onal !11,・0111<' d河d Expmdit11re, /950 19.56, Ar-

Rabita Press : Bag］山1d,1958）と計i~il'ti'中央総長｜同心統

u十専I＂.家、’ーア l:.,,o liiJIーパー 1Ianiaki,i,Introd11ction 

to ]¥.'u tion,d A., ，・，ノunti11gi11 I,，晶子 jor!:)56-1961λMi-

meograph）のわずか：つが出ているにとどまる。しかも

;iiJ者二支/I':f ブI ーチ：二ょっ推計ーあ I;, f:妥ぷはγ必の

て守：門竺の；＂i・＇，：つ十二生産 M Pブ【iーチ’号、 デ，？L下資車、，;r,;tも

しくは推計方法などに；t3いて限界があったといえよう υ

こんしf二，）！，識..., fi' こノ際で、る，.・.J-f,1 '1'！度u,,.')jく

かっ網羅性のあ7，国民所得雄討をたナ必望号件付制記 Lt，こ

イラク工業遁盟事務局長のハスイーブ隙土＇ l, インワぇ

ノ’一、ヨ fブノ現.，）、；こwe.二し イラツ国iむ万九 i基item三E
のため「付加価値」（valueadded）アブロー子句点、もっとも

プラ Yテイカルjーと考ぇ，ペi-;1・1,1こN，.，＿丸、 Cfli]t、所得ω推

I!十を試みfこ／）C:hるoノ！＿－れ，カ」こ：二Mf1、 るfiH・でめるι

博士は，現在，同民生産もしくは凶内，u,主v')JI( 古・：：：＼＂リ

3ンペ示；？？類、j函t品つ 兵tc，ていつ， iに！J.；て

ての仕際よじ唆；土佐産主 '51'1・，網ii¥'（かがい J 亡、いi、う

：事実によって妨げられているとしそうした困難を掛除

Lる P め，；はE'J局0 ¥1））告；： 1 ltった~；」ラドl［·標汚点業

分類（I.S. I. C)のそ才l＇て従 ていろこ？をIV］！＇，か γ して

いるコ

主1, UN. Dじいart1m・nt けf Ec,mm:1i、Ali はi目、

Statistical O丘ice,A Sγ、；temof 11/ational i'i.cumnts 

72 

and Suj,po1 ting Table.、， Studiesin Methods No. 2, 

New Yo品、 19,i:l

II 

主Y-Xl1 ，＼よ＂iJ:.E！‘3

るl亙11込i1E'L今成サh な才フt》口乱.［＿＼；所f母c'(,名ll ;tsよぴ5終質 （）/;: 

,r,，‘i；ミitiν56；：二y寸屯A、しλもσJであbQ それによると名目

日尺JiJi/'JOメiW/J1日本絞 f-均＇；；：約 8.1叫ーだあり、革命；］［j

(19.53～58－＇刊のそれは 9%強で革命後のそれは約8.6%

とあ乙｛ まに鏑絡変動〆＇，：デフ Lート（ただ質問l古所付の

11111 :m，字俗、τY.YJ，主￥＇.！71%ιあtヘ革命前が約6司 7''i>, i（.命

後日約8.6%となっている。

L;, 凶ハi味料じノJf守lj1！＇，士は J!)J間 Ijl ，｝）人lI j脅l二仁り i没収

大れ？，. fラクの人ri.b首は年率約2%'VJ'コε仏ろ。む＇§ 2 

《が l人当たり渇民所得守示したものであるが，それに

'・ .＇与 L行nど1.tl'lιt年C'>42テ｛ナ Jv ( (J 4 "i; :200<) j 'j) 

強から1961年の71ディブール強と増加し増加率総平均

ぃ約 6.9%,a:'JJミしていることがわかる。主fこ，実質では

19;;3;, i，：約，l(iディ ！- 1,・, 19fiJ年b：的69rイト Jレt、
Jt付rl't¥、i’JteJ・I工約 5.3%となっているり

第 l 表イラクの国！I'.所得 (195＇.~～61~ミ〕

')f Y:: I"; h'. i汁得
名l王国民所得 i （基準年1956糾 1総合物1116

j奇数
T . Ml対,Iii平＇＇ '". :k,!1,il年
(JOO万テイ 申 (100万テイ l ,,v ρ11956年一100

1ナ ;l :, m加中， ）－ ー LL)' J市.・／ /Jllネ l

195:l年 245.9 265.2 92.7 
1954 日付5.刊 l(i. 立 322.S 21.6 おメ6
195υ 乙：11.己 i岨9 :i01. 4 (i.6 9fi.li 

195“ 337.6 15.9 '.-l37白5 12.0 100 
19.57 、リ川「dC:. 1 ヰ ;; :1 351.8 4.2 101 

1958 378.7 6.o :-l67 .0 4.:cl 10:-l.2 
195リ :l'lfi. 1 4 tl 372.fi 1.5 lOh.3 
1960 449.7 13. 5 I 424. l 13.8 I 106.0 
1 %] 485.7 8.0 470. :-i 10.9 Hn J 

<i＋二） イラク・ディナーノレ (IraqiDinar）の公定レ

｝は， l 7 iナ← ・l-= 1スケーリン ！／・J ン lu 

第：，／，Uコiび；：｛＼ 1支：I要素’i'U!J：よる凶民約金産 Lな

われ国民所得にいかにして到達したかを示している。一



1964040075.TIF

一…., . ., ___ . ,,.,.,., ........... ... .,,., ... .,.,,.,,.,,.,.,., .. ＂＇…………….， ... ,,, .......“’................................... .,.,.,,,,, ..……一－…－・・・・・－・…..j負 料…一一一一“一市川

人恥

会川町
内正

叶zpttt、、
人川川J寸

195，；平 5 8.＇，三

1954 5,945 
195ユ＇ 1j,Oti I 
]95li 6,180 
1957 6,,m 

1958 6,4ヨ1
19fiツ ,j,51.片

ι二lぷ

やJL1h、へい1
1t、ロ’d

Jf 4－keuu丙UU町、21／It－－11b久行’

人バ12.三

48.1 
18.0 
54.6 
,,6. 1 

59.0 
tiO.ら

1%0 fi,fi75 ・ 67 .4 
191i I げ，6、1 71. ・1 

1F1／if，k、へ
一dit－山加

ぃーか%わい
日人1fm

、）qJ二トユE1
L，，bEHtJAしれつ

九月1’－cn
31＆JJベJHeil－JF
・hH’h1H7私mjι，

dd一・1A、（

パれー－〉 ‘r ) 

14.0: 54.2 
0.:0 1リ7
1:u; 日4.fi
3.;¥ ららお

4.6 57. l 
2.λ ， :ili.9 
11.4 I 63. 5 
5.:1 i I内 1

J、柑‘hJAY
jj仁九一LHHeけけ

19. 1 
8.:1 
9.9 
2司 4←》, 

2.3 
0.1 
ll .li 
持日

tJ 

. ，.いI<ι、らIUJドオ・乍よちに、外i'i:I系干＇ii:11会（j:Oj利潤こェ

ツヘー（50%）々も合めた原油採抗Jjの付加価値は悶I人1~1,.tt

［て丸まれているが，その利潤シェアーは海外へり純r1if守

山 ・f.11l: L --' i宅校三＊＇・＇：川、 0))j法U.国花店長済ほと I1¥1 

F p、mr;:・tt〕 fLの勺あ之＞o

第 5苦笑は1953王子とfil年1/）国民r!r得O)j"fll門;i)lj配分を比率

で小したものであゐ。てtu.：：.よると経済上もっとも j定要

/t. ·w門日経~f とお ill！採抗I] （イ！油会社の干IJIJ1'l;/ I ）＇ー；上海

外、の所得作除て、；V/,j整したh でふる。これ九三什の日目門

だけで1953.tf!では名目国民所得の約55%を占め， 1961年

；こ山し、（ 4,約45%を占めて」、る。これi工：J::'f（で%ると，

第 3袋 ll<lh＇：純＇I二I取 Ci',LI ¥U'ぷ俊j目に上る） (195:l～行lip)（名目同I,;;f!lr偽j （単位.lOOJJディナーや〕

!95:, 195-1 1サ55 11)56 1汁57 JI)らお 1りふ9 11川（） [9(;] 

I. /,': 村 正f.¥ '.(' 7(). I il 8:l. 7:, (i,j. 片8＿υ7 l 10.~l2 91.4円以I. Tl 96. 52 11 !i . 51 
2. 自；、 紙朝Jj •,;\:; 

｛：、 [:;1 Jま か： 121.21 141.4:l 152.:l(i 14:l.15. W:l.59, 166.10 181.17 19<.J.37 19品岨64
( l’r 二）／¥.k／.；業.ti州為 0.K5, 0ぬ4 l. ,[K 1.日5 l. 6'>' I . 7:, .I . 72 I . 82 :~. 28 

戸、業・ 4采掘栄作戸｜ 122 ()(i 142. 31 153. 84 144. 701 105. 24 Hi7. 85 182. 89 201.19 200. 92 

:i. \i~ ;;'; みも
（；，イi 1,1 f古 1,,t 1 n 2 21 2.:-iti 2.611 'Ul4. :1.4.自 4.21 5.17 fi.40 
II,）ての（山 糸 16白75 1持‘21 21.11~-, 26.山， 2s.11 2x. 41i :r,. 4K, 4:1. 61 47. :n 

拠／＇ .:' 18.48 20.42 24司；l:l 2杭.9,l :,1 . l :u. 94 ;39. 69. 48. 78 52. 73 
¥. '.・i' ,O: 1l JI) l!i.29 19.7K 24.o:l 26. l' 29.5fi 三り.14 :ll .87 30.78 

: J l '.'O 1 . J!j I . 78 2. 07 2. 19! 2 . 27' 2. 4,l 2 . 66 :-l . 44 
Ii. i虫 l陥・ー .111J h, • ft i,[,. 17.84 18.1-¥7 20.(i'i' 2:1. Iパi J5.27/ 21i.03. :!1<.Iι :n.69, :l7.42 
':. Jil 'I、 Jじ＇＇／， 17 . :tl 20 0β20.86 2fi.]ll 28.計o. 2り.72' 25.47 ,ll.60 ,lfi.52 
，，・ d ：~1、 j~，険・ボサ 1i :・¥. 17 1ふ6 4.-1J 6.1'11 6.fili 7.30 K.11 H部 斗.40
()_ {i: ’C 所 イ1 7.28 7.46 7.64 7.78 7.99! 7.79' 7.19 7.:l9 7白日7

10. i: Jた 1幾｜弘I・ l;}J j,j¥J 18.29 20.80 24.:l4' 28.12 :12.(Hi! :l'i.571 4:i.fifi 015.71 4i>.28 
11 _, ビス Y Hi.12 lお5'.'.. 20A7 2:L<.J5! 26.06! 28.7li :l2.:¥5. 37 06 40.35 
1:.:. 11甘 ・-i i•n 1：広（,_Jg糸費Jllに上 ) ;io: l. 18 :J5九ら（｝ :Hi2. I日 引i:l.13 401.8'.i 4β7.1:li 481.80 51元.05 57リ.92
I :l. if,i'.外への所得杓 57出－ 67 6tiー 71.24- 65.491-46.40.-78.45¥-ss.n-95.33-94.20 
i .1 ~- l戊仇台頭； さきょ費Jl!tこよぺ） '.::45 ;-;5 0対5K4 :291.'.'4 :U7.6,1i ：；~，5.4三 378. 71' 3% . 07 4:1リ.72 4S:i. 72 

錦 4表 1,-0↓止純ノi'YE（実n決議費Illにk{J) ( 195,lへ 61年JCソミ'Nl辺氏所n.1955年法制手〕 （単｛す：： 100万ディナーノレ）

19らコ 1%1 1955 十 iリ56 1'157 l'-l：，自 1 '69 1%0 1%1 

．，一 jcj 漁 85 ,0 11:-l.i-¥2 ti8. 10 H芯.()7 116.51 il9.16 fili.48 7(;.25 9(,.9() 
2. 拡 掘 う長

ト｜｜ J長 :idl 121 ':l 141 n 1r,2.'11, 143.15 97.82 166.14 1%司 47 226. 80 2:-l3. 70 
,:Jりをは（!l¥留！，＇;iえ・採制止 0.1'5 0 KH 1. -IK 1ふβ 1耐 1.T:, 1.7'.2. 1.82 2.28 

調E x~ ・ 1弟振？ 作 ，｜ 12:u16 142.:11 15,Ui4 144. 70 99. 47 167. 89 197. 19 22品.62' 2:35 . 98 

:l. 1』 '" 川y、'・ , , イj お；i 刊し♂ 1.7:l 2.'21 2.:Hi 2.Gl '.l. 04 :-i. 7:i 4.48 5.46 5.71 
'b）その 製 糸 17.00 19.0<-i 22.23 ど6.:¥2 :C:6.80 三7.9ふ ;U.9:¥ 4三on 4°1.40 

、叫4干L、 18. 7:l 21.T/ 24.59 28.<.J:3 29.84 '.H.70 :38. 4t 47.52 50.11 
4. 建 ’L に5ょ J:1. ,1九 17. Xti 21. 01:i '.!4. (I;¥ 三6.1'1 27. l打 24.7“ '27 07 2(, 15 ，，え

:,. ';i, l ()(i l I IJ 1. 7:¥ 2.07 2.5り 2.67. 2.91: 3.46 4.02 
(j・＿運輪・ i凪伝.kt /Iiι 18.88 19.:38 20.% 23.18 23.77 '.2:l. l什 24.72 :m.m 32.02 
; J J ・ ，j、 売 ～，. 18. 16 23.llt 21. 94 26.11 28司 17 25.91' 2:3.87 29.20 ,l4・. 95 
自 白金融・保険・ 不 動 派 :3 .'-;] :, I.Ii) 5.80 6. 1() 7.74 8.70 X.50 'J.09 9 82 
li. (i セ !if イ！ 7 '.?5 7 .. 4() 7.58 7.78 7.93 8.12 8.:l7 8.58 8.80 

10. 公 Ji; 1幾 l'¥tl ・ IVj f年I 22.h付 23. ¥J:l 27.行日 28.12 29.71) :, I. 41-¥ ,10.m 40.03 4三.95
I l ヲ← ピ ス 3干L‘白M虚、 i 19 :,1 21 :¥2 22.4約 2:i. 95 24.68 26.53' '.29.93' 34.05: 41.02 
12. ト141i、］恥斗・ r,~ ( l必み費j日によ，.：，） :i:i2.,.i2 :l94.19 :l76.-1ユ ,10:1. t:: 3()6.50 44:,.5! 4fiら.8:¥ 5:1:,90, 58l.72 
I:;. /1｝外 丹i f(} ti)!ド？ fiti.内（）ー 7894ー 75‘OJ- ti5.!19 44. 66 - 78.56 - 93 .2G -109. 80 -112. 40 
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第5褒 195:l, 1%1年同氏所 iiれこんt·r る，~ii l"J ;,}IJ氏献率

リI 'i’｛ t', H 
(1956年ぷ徹）

｜附 119付I: 19日｜削

！？・咋・漁 業！日：－－：7 コi.i-: :¥:'.,l 20.6 
J 札 r、・採抑！業 j

山れIi ti 諦tlI 1叶；i .j(I汁，l'l.7 49.7 
,1, ;. l也i夏、業・採扮！業 j I) :l (I 弓 0.:1 o.5 

t 'i・採掘業合計 i叶 ii 41 I l!dl 50.2 

造業
i.a）イ I iJII 1'i号 if';/ 0.7 1.1 0.7 1.2 
似その他製造業 6.8 9.8，日4 9.4 

製造業 台，ii' 7. 5: 10 . 9 7 . l 10 . 6 
4.建設業： 4.5 6.3 5.1. 5.6 

5.従 力・水 O岨5: 0.7 0.4i 0.9 
6.巡輸・ jJ並｛，＂，・介 W. 7.3 7.7 7.11 6.8 
7. ,ljJ ・小店業： 7.0 7.3 7.0 7.4 
:--: 糸川・保険・不動産 I. '.l I. LJ I .4 2.1 
'I I, t 所千I ::.ll J ,; 2司7 1.9 

111 ム！機関・ !Vi 衛 7 1 ！｝日 :--:.6 9. l 
11 －ピス業 h ,; :--: :c' ,.5 8.7 
1コ内川.・ ：／）所得控除一三：.1 1り 1 :6.2'-2:-l.9 
I:: ": .c '・ /,,[, 'I＝.吋要素費HI) jl)() u [I¥() I) ]()(i_(} 100.0 

I f '. ' 1'1 /!!) ＼（こよる ／ 

とれぞれ54%、46%となる。また第 5炎から石油会祉の

利潤Lェアーを調整した後で，:t農業部門が 4 番国民所得

に貢献していることがJわかる。もし国民所得な；t大i'fiH"l

Cl:H長， ~）； ・工業可サービス業） t:.[x~分「るとすjしぱ，

jうl' l i'c':i叫：19日. 1961年｝：寺町三所勺 J バ れ そ・・Jc彩J

'.ellいん ど1イ＇＇・，－占め， a臣、・工業主にl'J'::, . .1()け。守 勺ーピス業

ヵ：32リも，；l6早色合がしていることになる。これれば突n-c
：；，.るとサービス業がそれぞれ34.3%, 35%を示し， 195'.-l

年から1961年にかけてほぼ阿じ地位を保持しているのに

品iし農業は195:cl年の32%から61年の21%にさがり，工

業ιj也Ji）ごγtて f,./l ＇：いる（ 33%強力、 C,44）：ο悦＼）こと＇；／フ

／） 司ノ：

二二Ji 1· ，凶！己所得推計の国際社車交 fピ 11ffi~ －＇： ・J 〉た

め：え＇j,; よとお 7).2において，減耗担除J:J,1)1J，ぃ f::; ，；＇.；各

部門／｝J付加価値lこ基づいて国民総生産およυ、国民純生産

を示している。

さて以上。J諦推計とはJJIJに，所得の側力、ら閏民所得を

推計することを試みてみた。しかしながら資料上の制約

により，国民所得金四つの主要所得；二区分することにし

た いハリ（，'.iz . f,李給， i也代，利子. fiJ/il'jcJJ［’C:・ ，・・あ

る，，

，治討 JぷI•JJ: .k; 1 ryi i ＇｝による届民所得トパ I）分 i\，~ i ,: I¥'. l所

f守ノ心 ，；、i. ,-,, ;:, J，それには農業所i'J!JιJrr; ＇；） 【：い

る」て｛ I1:, tりう LP利潤は，各部門のH}Jlif:Hiilll，ρ九白金・

俸給，地代，キI］予を控除した残余で維計されてし、る。し

かしながら農業に円いては賃金，地代に〆》し、て兵なる意

味合持つのでこうした方策は適用しえf，したがってか

かる｜又分から幾業上の付加価値を除外寸ることにし，第

9 7< u i：γ＇！＇ ／守除；要素所得によるltjjモドj；伴内問、が示さ
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第10表（i経済りナべての分野における公共・民間1,l,J一日11

1"1 ?Jt:i:献度を主交わしCいる。それをみると、］%0年にい

完全に公共iffll"Iで市められ山、る店業部i"JOJあること点、

オ〉かる J すなわt',11油精製，屯力・水，公共機関・防衛

など5ある。他方，農業，鉱業・採掘業のほぼ全部，建

設，卸・小売りほぼ全部，住’ゼ所有などは民間郊円であ

る。また金融・保険，サービスで、は公共部門が支配fl'Jで

あり，運輸・通信ではほぼ両分している。

第 8表 イラク J〕国LI'.所得（名円要素所得による〉

（単位： 100万ディナーノレ）

195:-l 1956 1960 

(11 農業所得（！） I 70.fi 88.1 96.5 

(2） 賃金・体給 55.4 90.1 145.fi 

（：；）地 イに 12.7 15.3 17. 1 

(4）不IJ 2.8 ti.ti 九8

(,i) JIJ ir/,.j (2) I 104.4 1:;7 .5 186.7 

i '~ l( Ff! ¥'./ 245.9 3:-l7.fi I 449.7 

日 (1) i司氏所得の残余のもののために本.・. (2）～（fi) 

欄に示された四つの要素所得に！バ：分することが不

可能なすべてのタイプの要素所得を合む

M 企業者賃金を~むO 平I］潤は所料税グ）ぷ’Jl1Jij

である。それl',U, また未配分不lj澗をも ~frο 干IJ

jl¥1]i tまた，原i1l1採品1¥1)‘「ョの政府・イi/1¥1会中iのシェ

アーを~んでいる。

第9表 同氏所［！｝の配分（I徐く農業） u芸素所得による）

1953 ・. 1956 I 19ti0 
＇）＇. 航｜ 定者「l' i丈刻

I (100庁 l比率 000庁 l比率 I(lOOJJ 比率

1='¥01 c%i Iご1,c;i c%i ! = 1,c; I （＇；ぃ

l賃金・俸給 55 . 41 :-i 1. 61. 90. 1 36. l凶 6 41.2 

代 12.7 7.21 15.3i 6.li 17.1: 4.8 

[- 2. 81 l. 6 6 . 61 2. 7 3. 8 1. 1 
! I I 

t問 104.4' 59.61 137.5 55.1・ 186.71 52.9 
I I I I ' 

合 計卜75.31 100. 01湖 51100.oi353_21 100.0 

2. ！也

3.矛IJ

4不I]

最後に，貨幣経済にはいってこない，いわゆる生存水準

(subsistence）の国民所得を示せば第 11表のとおりであ

るC I'！家需要産出（subsistenceoutput）総計への重要な

武献部門は農業と住宅所得の二つであるO いずれにして

も生存凶民所得は，名 llでは1953～56年の国民所得の約

9.:l%な，tiめ，実質で：HO%強である。

さて以上の諸i推計の信頼度についてであるが，国民所

得全体としての謀差は195:3年， 1954年および1958～61年

について；l土ー 7%と十 9%の問である。 1955年の誤差は

ー7～十 8%の聞であり， 1956年は－ 8～十 9%, 1957 

年が－ 9～十10%の聞である。生存国民所得の誤差は

ー14～十17%である。

国

この上うな国民所得推討をこれまで発表されているご
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C,iHi: 100万デ｛ナーペ努 10表 ！にP¥l・火災各，，.＂＇ jのj,c；ぐ所1'},X.t iらどE時1k，止の.rr

1 lJ 5 :: l 9 5 fi l 9“l 

｜公共 l J.1;; I川 ,ii' 公共｜民間 計｜公共民 110I 汁

1 1'1: ・林・；1,

2 鋭、業. Ji 倒1 栄
/a) lri r1 村 1"1¥
h) .: <!) 11!1, 

:l.製 i,'j ；業
a) 
b! ・, 

4 建

↑ j 

乙T)

5 I包

6 過！ ；；＞（：，，・ JI''. 信. i, 

7. liJ ・ 小 ，μ 寄生
付 金山l・保検・ i 動
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I ) 'i,j外 P所 j、〕はー ：， E i てとi : iiillιドしの不l]l/,'clシェアーをmしている。

第 11表 〆i二 ｛ri'li 1( J好 fJ < 195：ト5(j:{'., 〔川主・ J(II)万7イナー l ) 

ク： II だ '(f (l %6年収刊さ〉

19G:-l 1954 1955 i 1956 195'.1 1954 ! 1955 I 195“ 
長：：＇

•.!', Yi 'th 10.os 12.m' 9.77 14.90・ rn.56 21.:-;9 10.62 14.90 
（さl 'Ill' 'i~ l :Cl l 40i 1).80 1 41 1.51. 2.0ii O.K2 J 41 
1Ji 1~ 吻. i＇＇ ノ 0.7け｛｝岨10: o.n 0.61, o.73 o.91 o.n 仏 67
前月 ： fi.81 札 69 fi. 74 8.951 7岨72' 9.60 7.05 8.95 

('j' ト 主 主 0.I:¥ I!. 14 O.Hi O 15 0.14! 0.15 0. 15 0.15 
(ii, 11'.'. 'Ji'.: 0.IO 0.13 0.14 0.15 o.d 0.14 0白 151 0 .15 
L".， 業介川｜ 19.05 2::l 09: 18.:B 26.23. 23.79] :H.25 19.50. 2,i 23 

リ製 ..;'; ! O. '.'O O. 20' 0. 20 0. 20 o . 20: 0. 20 0 . 2けり20
建 l茂英 0.58 0. :191 0. nO 0. 61; 0 .58: 0. 59 0. 60 0白61

4. ii 宅 f好有 4.:IK 4.49' 4.fiり 468 4 36! 4 .46 4 . 56 4. 68 

' i イ 同 11; rl1 lf 合， I 24. 21 2,~ IT '.'J司7:: 31.7'..:! 2K.93; ;¥9.50 24.86 :ll.72 
川氏所得 245.85 2fl:'i . 84 i 291. 22 :l37 . 64: 2抗5.22 322. 55 301. 44 337. 64 
川氏所得に，，，める比率 （%！ gy リ9! 詞 1 9.4 J0.9 12.2 K.2 'l.4 
r：業 I, hll 1;11 f1!i ・, ,H-ら：，E 泣 2 円寸7 '" 4》U 5 29. u; 27. u 3 。 η。5 29 " 
ノI=.{{ E主業十l}Jl1 i1Ui似の比率［%） ，｛） 白d 回日 んn 01 '1 ム(1, .o 

~ ，，り推，:Iと比i!'iL Cみることいしよう【J ,r. ·1. ロシ 1浮いの推計一て、は195：~～56年の国民所得増加i率総

! f llγK. C. FenじIonの十if,;J-（こ v ，、 C; ,,:, 品、1しは 、fJI J ；｝：名 ii Cは約九.4%. 実n09s“年五喜市fjでが」：l2%

1958年末ま寸イラヴ政府の中央統計局にwかれていた統 となっているのに:xn，筆斉のそれは各々 11.1%, 8.4% 

,i'I i却I＇守家あり， 1950、'.i6年 J,I富民i'11i与ぞ！ノ／1＼の{!llli(ijか と人ってL、る。二；，L(主ソ I ヌ II> 簿 i：；ウリp＇／；＼・，二j袈I',)I｛こ

ら撤H C構12友参！（（1）している。その数字のちら確かた 資料のもとで支出アブローチを試みたからであろう。ち

,t ' :I:., /,' ;l..の＂忙， JJJで、JI95fH 1 ） 同，，~ ~－ w ，〆 icd(l'iJi 1'!) ~;, it ,iこ19,15年とl91il年 c））ペグケー Ffifにおly 〆＇.， l ji;]I/司の

あり，それは、約 3位0300万ディナ←ノレとたってL、札＇ ＇一 家，ii調宜はあるにしても，一般に家計調査とくに例人的

オl,.';f1者＇ Dr.I ［川eel,:, ｝推，J りぷr10';[,,j(1(/i¥;1.-、／！；，他 消作。独 3止した:HLrを，rf能と「るよ・）!.i:村J色調査jよみも

方1953年のそれは 5%強多くなってし、る ζ. Lたがって Y のが全然必いJ
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i iρ 、；伝子f,, '111:. J見J1}• 入、 ／， 表Jl/,.1；、；〉昨日j!J pと、 寸

'c" !) ）こi，，目指摘されよう，，

土l‘か1I ，よ ~F]l(19i 似.，＿. I純’l.llU11!i{1在」iiiHiL¥'j: 

1'rf出／1/iて二u、l.i来／， 7:’仁：：ー必）J'な房l'j:,J料引I¥rレ’必A iと

定義しヘ：L、ゐ、！うーりある～l LたがーにC！？ーヒス 0）投入分

ふ各部！＂］ CJ革弘氏出，1,.i・）主7：除さjlて才 i＇，に投入り、は：，；：』材

料投入 限i/IてL、る＂ r t.:.1，匂hiL’かな：と t－－－.〆，，川市；

l"J全国Li.'.;＇トー産の範略から除外している。 ；i:;1-l.{ J:.金融・｛以

下Jtと，（l:＇七月一 ｛fでふるO

さにぜw Jう寸IC＇〕推計・は「市場価格jr基づいているのか

「要素稔「！］い二茶づいているのか明らかでないし主 iニ

;.:,1返すr本のj1 ，~！、f1JI、【iが性除さ！；てし、るか ，vうカぺ切J'j, 

糾川なし！いドii（二 Lてもマニアキンめ推日｜イ11:£:j：、筆者の〆＇i:・

A L上り低〈，かれの1956年， 1960年0）推汁は名 Iiでは；荘

つぶ－・：ニ1961年ドィih函千百中峡統計ゅのiiJi＿たft料にJ】 よ（！＿）そfI J IJ各々 J:l.6%、42%引＼｝.、o Iたif成長率rt¥

fソ山.＇）統， I専f"l'i,cV Ma11i:ikin；乙よ〉国民所得Hf計 千均』九fJ:.名目勺102%強，実質 (195時年指準）で約9.7%

(195n～同年）（二／＇）＇， 、てであるが，この推計（第12炎ち た））~ Lスいる，）,, cf王者のそれどは作な7.4う色強，約5岨（l【fも

!!I〕じ生産！プ T ーチと用L 亡国民生t'i.!c 71; lこと：工 土.＇.£ ., いJ、ことが才品、るのとあろ

て～｝lfも日をあ，・， 0 吋三ア土ンじ γ ルキスト（内閣 以上がハス fーブ｜専：J：によるイラク嗣民所得推計／））概

民7刑事概念に基， jいて，凶同所得合生態［「Jr~lf"j と 41，メbf 3主ICあ 丸 刈f「もj,.o>{,I；分も Jう、tc1，ふる／；号、紙数の！JI係

11＇），部＂.It::lベ分 -c~－－，.， J ，＂あ f が，＇·＇ y，に1ζt 持ii愛 iに と主HJ己7ておそたL

，＇・：tV，＇.どrJ_,：・う..して数字ケ惟定lインブ t.Jーシヴン

JJ;U.＿，利J!lしたかはつまひ九か；こされてし、，＇，（ I，、。し乙‘し，

（調 N研究，＼11中東調:ft ＇~，｛ 松村清：Jll¥)

DAC加盟国の開発援助「1963年年次審査）

一←P 翻訳シ lJーコぐ第16集庁

l)入C 成長報告

外的宇i経済t,;;,7) lh1F:r.~ 沢

I まえがさ

n :,I開花見Jにιlす 7,'ti金♂；流士

1962午における渋金lη流れ・ DA C加盟凶問の援助努｝Jにおける相違・援助供＇T約束と現実の

!l.ll＇，のあいたの時間的ずれの J京大・ 1963与のは通し・援助総額ぶ準内妥当ゼi

Ill ll助，）京体

一一資金~助の条件・援助資金に ζ る TI付先 Cl）制限問問 v

IV 技 術 協 力

¥' j＜（助r,.,r；司の，,Iん整担Vi:

VI fザ 易 と 援 助

河川間i{f＋：のi'l:刻

咽 効果IYJ!f助＇1前Ji止条件

庁←プログラムおよびブ口ジ t クトの選定・低開発e諮問｛)Iiiの努 ）J ・行政 ［·.，））手総お i ゴ：所’•｝，；＿（条件・

ほ助H"iliの成果。＇，，V価

IX m論，t:1・ び勧告
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